
 

   

   

   

「経営者判断による住宅・不動産市場の見通し等調査」の集計結果 

 

１． 調査の目的 

会員各社の各事業部門における景況について、現在の状況と見通しを四半期ごと

に調査することにより、全体としての住宅不動産市場の市況動向を把握し、各種資料

作成の為の基礎資料とするとともに、会員各社の参考とする。 

 

２． 調査方法 

協会正会員６２５社（平成１９年１月１２日現在）に対してＦＡＸにてアンケートを依頼。 

 

３． 調査内容 

（１）分譲住宅 

①戸建住宅（現場・展示場・モデルルーム来場状況、売れ行き） 

②マンション（現場・展示場・モデルルーム来場状況、売れ行き） 

（２）不動産仲介・代理 

①売買 

②賃貸 

（３）賃貸管理 

（４）建築請負 

①個人住宅（現場・展示場・モデルルーム来場状況、売れ行き） 

②法人受注 

③ビルその他の受注 

 （５）リフォーム 

 

上記各部門において、各社の（ア）第３四半期（平成１８年１０～１２月）の状況、（イ）

次期四半期（平成１９年１～３月）の見通しについてそれぞれ、「良い」「やや良い」「普

通」「やや悪い」「悪い」の５段階評価を行う。及び、第３四半期（平成１８年１０～１２月）

の状況について、会員の資本金別に集計を行う。 

 

４． 調査実施期間 

平成１８年１２月２５日～平成１９年１月１９日 

 

５． 回答社数 

 ２０６社／６２５社（全国） 

※本部会員 １４０社、支部会員 ６６社 



「経営者判断による住宅・不動産市場の見通し等調査」集計結果表
206社　／ 全国625社

Ⅰ　分譲住宅
現場・展示場・モデルルーム来場状況

 全体
良い 4 2% 2 1% 3 2%
やや良い 37 18% 23 12% 31 17%
普通 85 42% 82 42% 96 51%
やや悪い 54 27% 72 37% 51 27%
悪い 22 11% 18 9% 6 3%
合計 202 197 187

戸建住宅
良い 1 1% 1 1% 1 1%
やや良い 18 17% 9 8% 14 14%
普通 50 46% 43 41% 52 54%
やや悪い 29 27% 41 39% 26 27%
悪い 11 10% 12 11% 4 4%
合計 109 106 97

マンション
良い 3 3% 1 1% 2 2%
やや良い 19 20% 14 15% 17 19%
普通 35 38% 39 43% 44 49%
やや悪い 25 27% 31 34% 25 28%
悪い 11 12% 6 7% 2 2%
合計 93 91 90

売れ行き
 全体

良い 7 3% 9 5% 5 3%
やや良い 37 18% 25 13% 34 18%
普通 86 42% 81 41% 93 49%
やや悪い 60 29% 70 36% 51 27%
悪い 14 7% 12 6% 7 4%
合計 204 197 190

戸建住宅
良い 2 2% 4 4% 3 3%
やや良い 19 17% 13 12% 14 14%
普通 45 41% 40 38% 51 52%
やや悪い 36 33% 39 37% 26 27%
悪い 8 7% 9 9% 4 4%
合計 110 105 98

マンション
良い 5 5% 5 5% 2 2%
やや良い 18 19% 12 13% 20 22%
普通 41 44% 41 45% 42 46%
やや悪い 24 26% 31 34% 25 27%
悪い 6 6% 3 3% 3 3%
合計 94 92 92

(全国版：回答社数)

平成18年度第2四半期の状況

平成18年度第2四半期の状況

平成18年度第2四半期の状況

平成18年度第2四半期の状況

平成18年度第2四半期の状況

平成18年度第3四半期の状況 平成18年度第4四半期の見通し

平成18年度第3四半期の状況

平成18年度第3四半期の状況 平成18年度第4四半期の見通し

平成18年度第4四半期の見通し

平成18年度第2四半期の状況 平成18年度第4四半期の見通し

平成18年度第3四半期の状況 平成18年度第4四半期の見通し

平成18年度第3四半期の状況 平成18年度第4四半期の見通し

平成18年度第3四半期の状況



Ⅱ　不動産仲介・代理
 全体

良い 4 2% 3 2% 1 1%
やや良い 39 20% 40 22% 52 31%
普通 96 49% 85 46% 86 51%
やや悪い 46 23% 48 26% 23 14%
悪い 11 6% 9 5% 6 4%
合計 196 185 168

売買
良い 3 3% 2 2% 0 0%
やや良い 24 22% 28 27% 31 33%
普通 49 46% 40 38% 47 50%
やや悪い 26 24% 30 29% 13 14%
悪い 5 5% 5 5% 3 3%
合計 107 105 94

賃貸
良い 1 1% 1 1% 1 1%
やや良い 15 17% 12 15% 21 28%
普通 47 53% 45 56% 39 53%
やや悪い 20 22% 18 23% 10 14%
悪い 6 7% 4 5% 3 4%
合計 89 80 74

Ⅲ　賃貸管理
良い 1 1% 2 3% 1 1%
やや良い 13 16% 12 16% 18 25%
普通 52 64% 55 72% 47 64%
やや悪い 11 14% 3 4% 3 4%
悪い 4 5% 4 5% 4 5%
合計 81 76 73

平成18年度第3四半期の状況

平成18年度第2四半期の状況

平成18年度第2四半期の状況

平成18年度第2四半期の状況

平成18年度第2四半期の状況

平成18年度第4四半期の見通し

平成18年度第3四半期の状況 平成18年度第4四半期の見通し

平成18年度第3四半期の状況 平成18年度第4四半期の見通し

平成18年度第3四半期の状況

平成18年度第4四半期の見通し



Ⅳ　建築請負
個人住宅

来場状況
良い 3 4% 1 1% 2 3%
やや良い 13 18% 12 16% 11 16%
普通 32 45% 33 45% 36 54%
やや悪い 15 21% 19 26% 15 22%
悪い 8 11% 8 11% 3 4%
合計 71 73 67

売れ行き
良い 3 4% 2 3% 2 3%
やや良い 10 15% 10 13% 12 18%
普通 31 46% 30 40% 32 48%
やや悪い 16 24% 22 29% 17 25%
悪い 8 12% 11 15% 4 6%
合計 68 75 67

法人受注
良い 2 4% 2 4% 1 2%
やや良い 10 19% 7 14% 9 20%
普通 23 44% 30 59% 27 59%
やや悪い 9 17% 4 8% 3 7%
悪い 8 15% 8 16% 6 13%
合計 52 51 46

ビルその他の受注
良い 1 3% 2 5% 2 5%
やや良い 5 13% 5 13% 7 18%
普通 22 55% 22 55% 21 53%
やや悪い 6 15% 2 5% 3 8%
悪い 6 15% 9 23% 7 18%
合計 40 40 40

Ⅴリフォーム

良い 3 4% 1 1% 2 3%
やや良い 19 23% 15 19% 17 23%
普通 46 55% 48 62% 42 56%
やや悪い 10 12% 13 17% 13 17%
悪い 5 6% 1 1% 1 1%
合計 83 78 75

平成18年度第2四半期の状況

平成18年度第1四半期の状況

平成18年度第2四半期の状況

平成18年度第3四半期の状況 平成18年度第4四半期の見通し

平成18年度第2四半期の状況 平成18年度第4四半期の見通し

平成18年度第2四半期の状況 平成18年度第3四半期の状況 平成18年度第4四半期の見通し

平成18年度第3四半期の状況 平成18年度第4四半期の見通し

平成18年度第3四半期の状況 平成18年度第4四半期の見通し平成18年度第2四半期の状況



「経営者判断による住宅・不動産市場の見通し等調査」集計結果表(全国版）

Ⅰ　分譲住宅

現場・展示場・モデルルーム来場状況
 全体 戸建住宅 マンション

売れ行き
 全体 戸建住宅 マンション

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

良い やや良い 普通 やや悪い 悪い
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

良い やや良い 普通 やや悪い 悪い

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

良い やや良い 普通 やや悪い 悪い

平成18年度第2四半期の状況

平成18年度第3四半期の状況

平成18年度第4四半期の見通
し

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

良い やや良い 普通 やや悪い 悪い

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

良い やや良い 普通 やや悪い 悪い
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

良い やや良い 普通 やや悪い 悪い

平成18年度第2四半期の状況

平成18年度第3四半期の状況

平成18年度第4四半期の見通
し



Ⅱ　不動産仲介・代理

 全体 売買 賃貸

Ⅲ　賃貸管理
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Ⅳ　建築請負

個人住宅
来場状況 売れ行き 法人受注 ビルその他の受注

ビルその他の受注

Ⅴリフォーム
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「経営者判断による住宅・不動産市場の見通し等調査」平成18年第3四半期における資本金別集計結果  全国版　

Ⅰ　分譲住宅

現場・展示場・モデルルーム来場状況

 全体 戸建住宅 マンション

資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上 資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上 資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上

良い 0% 2% 2% 0% 良い 0% 3% 0% 0% 良い 0% 0% 4% 0%

やや良い 14% 6% 7% 22% やや良い 13% 3% 5% 11% やや良い 16% 11% 9% 28%

普通 42% 37% 42% 48% 普通 42% 34% 45% 44% 普通 42% 42% 39% 50%

やや悪い 37% 37% 44% 22% やや悪い 33% 38% 50% 44% やや悪い 42% 37% 39% 11%

悪い 7% 18% 5% 7% 悪い 11% 22% 0% 0% 悪い 0% 11% 9% 11%

売れ行き

 全体 戸建住宅 マンション

資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上 資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上 資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上

良い 8% 2% 5% 0% 良い 7% 3% 0% 0% 良い 9% 0% 9% 0%

やや良い 12% 8% 12% 27% やや良い 14% 3% 20% 22% やや良い 9% 16% 4% 29%

普通 43% 33% 42% 50% 普通 41% 31% 40% 44% 普通 45% 37% 43% 53%

やや悪い 36% 39% 37% 23% やや悪い 36% 38% 40% 33% やや悪い 36% 42% 35% 18%

悪い 1% 18% 5% 0% 悪い 2% 25% 0% 0% 悪い 0% 5% 9% 0%



Ⅱ　不動産仲介・代理

 全体 売買 賃貸

資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上 資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上 資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上

良い 3% 0% 0% 0% 良い 4% 0% 0% 0% 良い 3% 0% 0% 0%

やや良い 23% 22% 16% 24% やや良い 31% 27% 21% 11% やや良い 13% 16% 8% 38%

普通 38% 47% 59% 59% 普通 29% 38% 47% 67% 普通 50% 58% 77% 50%

やや悪い 30% 22% 25% 18% やや悪い 29% 27% 32% 22% やや悪い 30% 16% 15% 13%

悪い 5% 9% 0% 0% 悪い 6% 8% 0% 0% 悪い 5% 11% 0% 0%

Ⅲ　賃貸管理

資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上

良い 3% 6% 0% 0%

やや良い 19% 6% 8% 30%

普通 68% 75% 85% 70%

やや悪い 5% 6% 0% 0%

悪い 5% 6% 8% 0%



Ⅳ　建築請負

個人住宅

来場状況 売れ行き 法人受注

資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上 資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上 資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上

良い 0% 4% 0% 0% 良い 0% 8% 0% 0% 良い 0% 6% 13% 0%

やや良い 22% 9% 13% 50% やや良い 12% 4% 27% 50% やや良い 23% 0% 0% 50%

普通 44% 39% 56% 50% 普通 45% 36% 33% 50% 普通 59% 65% 50% 50%

やや悪い 28% 26% 25% 0% やや悪い 30% 32% 27% 0% やや悪い 5% 12% 13% 0%

悪い 6% 22% 6% 0% 悪い 12% 20% 13% 0% 悪い 14% 18% 25% 0%

ビルその他の受注 Ⅴリフォーム

資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上 資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上

良い 0% 15% 0% 0% 良い 0% 5% 0% 0%

やや良い 18% 0% 0% 67% やや良い 13% 18% 17% 50%

普通 59% 46% 71% 33% 普通 60% 59% 72% 50%

やや悪い 12% 0% 0% 0% やや悪い 27% 18% 6% 0%

悪い 12% 38% 29% 0% 悪い 0% 0% 6% 0%



各社コメントより

全体のコメント
支部 コメント

東北 東北にも早く好況感が生じるような政策がほしい。

本部 企画力と営業力が真に問われる一年になると思われる。

お客様に納得していただけるよい商品を提供して行かなければならない。価格オンリーより質・物の勝負と感じる。

依然として地価の高止まり感はあるが、今後は落ち着き案件は増えると思う。

資材の高騰が、今後影響するであろう。

賃貸市場は好調です。

不動産の価格が上がり、仕入れが厳しい状態が続いている。３月まではこの状態が続きそうだ。

事業用賃貸の需要が上昇してきた印象。売買に関しては波があり、一概には言えない。

全体としてのムードは、もう一歩。マーケット的に弱く、盛り上がりに欠ける感じがある。

土地の高騰により、仕入れ難の状況にあり売価にスライドすることが困難である。

不動産業界の景況感を実感できる状況ではありません。

立地条件により集客の差が激しい。また、立地が悪いところは、新価格の影響を受けやすく、販売状況もやや苦戦
気味である。

対前年比では、若干悪くなっている。

折込チラシ等の反響が弱く、モデルルームへの来場も少ない。

県下７展示場にて運営しているが、絶対数は年々少なくなっている。その中で頑張って検討している状況と思う。

事業用土地取得競争と材料費高止まりによる販売時期の調整期間が続く。先陣を切りにくい。

１から３月に新価格物件が出そろい、その価格の先高感でエンドユーザーは動き出すと思われる。４月以降が好調
になるのではないかと思われる。

全体的にお客様の動きが悪かった３ヶ月かと思われる。１月からは集客方法を改めて工夫したい。

全体的に、やや市場の明るさが見えてきたようであるが、実感がまだないように感じる。

住宅地価の高騰しているところは、一部破綻するかもしれない。

1



各社コメントより

依然、土地の取得が厳しく、売り上げと来場者に響いている。

景気の回復の様子が報道されるにつれ、今までの様子見のお客様が少しづつ動いてきた感じである。

マンション価格の上昇や金利の先高感により、需要が顕在化しつつある。

戸建の方が売れ行きが良いのではないかと感じるところがある。また、中小企業と大手デベロッパーの集客も全く違
うと感じます。

設計事務所としては、やや悪い状態である。

第４四半期は、第一次取得者層と団塊世代の購入層が主流となる兆しがある。

地域格差がはっきり出てきたように思われる。

年が明けたものの販売状況が好転する気配は、あまり見られない。

関西
依然、価格競争が激しく売り上げは見込めるが利益のほうが今一つというところ。しかし、全体的には以前（２，３年
前）に比べると明るい兆しが見え、ここ１年が勝負と考えている。

土地価格については、高騰している。

郊外戸建は、第３四半期は弱含みとなったが、景況感の改善と共に多少回復した。マンションは現状程度である。

過剰供給、低金利の長期化により、市場の緊迫感が薄れた感じがある。サラリーマンの給与もプラスに転じ始めた
ので、春闘後にマインドが変わりそうである。

九州 地方の市況は悪くなりつつある。

（戸建）分譲住宅の戸建住宅に関するコメントを示す。

（マンション）分譲住宅のマンションに関するコメントを示す。

本部 （戸建）選別の時代と感じる。オリジナルブランドについては、周辺相場より高めの設定であったが好評であった。

（戸建）売り物が少ない分、引き合いは多い。

（戸建）土地値が上がり、売れ行きはやや鈍くなっている。

（戸建）地理的な面と品質が全ての決め手と思われる。
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各社コメントより

（戸建）住宅減税の縮小や金利の先行不安等により、住宅の買い控えを感じる。

（戸建）都心回帰傾向にある。埼玉北部の潜在顧客が減っていると思う。

（戸建）モデルルームの反応も良く、好評である。今後の販売も順調に推移する見通しである。

（マンション）価格が土地の値段を反映して強含みの中、供給増加もあり、売り上げは苦戦している。

（マンション）土地の高騰に比べエンドユーザーの購入意欲が追いついていない。

（マンション）新価格の消費者への浸透次第である。

（マンション）新駅、新線、再開発エリアは、今後も好調が持続する。

（マンション）立地により集客の差が激しい。また立地が悪いところは、新価格の影響を受けやすく、販売状況もやや
苦戦気味。

（マンション）ユーザーの様子見状態が顕著化。新規販売のタイミングが読みにくい環境が続く。

（マンション）１から３月については、モデルルーム来場者は多少増えると予想するが、売れ行きについては、あまり
影響は与えない。

（マンション）特にマンション分譲について、消費者の選択基準として「２極化」が進行しているのが懸念される。

（マンション）価格上昇に消費者がついてくる傾向が続く。

（マンション）昨年はモデルルームの来場がかなり悪く感じたが、契約率は１０％以上キープできたので参見者が
減ったのではないか。

関西
着工戸数も大きな変化はないと思われる。景気は少し上向くも、その分はローン金利のアップによるマイナスで基調
のの変化はないと思われる。

沖縄 （マンション）在庫減少により、やや悪かった。

（売買）不動産仲介・代理の売買に関するコメントを示す。

本部 （売買）毎年季節要因である１２月であるが、今期に関してはうまく乗り切ることができた。

（売買）春の需要で増加すると思われる。

（売買）１０月以降かなり動いている。

関西 （売買）土地売買については、取得前より売り先が決まるなど比較的好調である。
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各社コメントより

四国 （売買）集客数が落ち込んでいたが回復傾向にある。それに伴い契約数もアップすると思われる。

（賃貸）不動産仲介・代理の賃貸に関するコメントを示す。

本部 （賃貸）前年並みである。

東海 （賃貸）飲食店舗の空室が多い。

（賃貸管理）賃貸管理に関するコメントを示す。

本部 （賃貸管理）オフィス系は値上げ１０％だが、住居系は現状維持が精一杯である。

（賃貸管理）都心型は、今後も好調が持続する。

（賃貸管理）前年並みである。

関西 （賃貸管理）入居者による滞納が少し目立つ。

（個人住宅）建築請負の個人住宅に関するコメントを示す。

本部 （個人住宅）紹介による受注が例年並みに確保できた。

（個人住宅）新商品の発表効果により、展示場への来場数が回復。第４四半期に成約に結実する見込みである。

（個人）新商品の発表の影響で好調である。

（法人）建築請負の法人からの受注に関するコメントを示す。
（ビル）建築請負のビルその他の受注に関するコメントを示す。

本部 （法人）アパート建築が好調に推移した。

（法人）高級建売分譲の受注が増加した。

（ビル）投資向け賃貸マンションの受注増。

（リフォーム）リフォームの受注に関するコメントを示す。

本部 （リフォーム）リフォーム事業については、堅調な伸びを期待されます。
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